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概    要 オボアルブミン（OVA）の経口投与で即時型アレルギー性下痢症状を呈する食物 
アレルギー動物モデルを用い、抗原感作成立状態から免疫寛容を誘導する方法を検討した。オリゴマン
ノースを結合させたリポゾームに OVA を封入（OVA-OML）し、鼻腔粘膜投与を行うと、経口チャレ
ンジにより惹起される即時型下痢症状は抑制された。症状抑制には、腸間膜リンパ節 CD8 陽性 CD28
陰性 T 細胞と CD4 陽性 CD25 陽性 T 細胞、OVA 特異的分泌型 IgA の誘導、OVA 特異的 IgE 産生抑制
の関与が示唆された。また、SINGR1、CR3 が OVA-OML が作用する上で重要と考えられた。一方、
OVA をビタミン D3 とデキサメサゾンと共に混合し皮膚塗布する方法では、むしろ誘発症状が増悪され
た。OML 経鼻粘膜投与法は、食物アレルギーの新規治療法となる可能性が示唆されたが、皮膚塗布に
よる免疫療法はアジュバントを検討する必要があると考えられた。 























経口免疫寛容が誘導されること（J Allergy Clin 
Immunol 2005）、抗原感作マウス脾臓中に即時型
アレルギー症状を抑制する調節性 CD8陽性Ｔ細胞

































OVA 特異的分泌型 IgA の誘導、OVA 特異的 IgE
産生抑制が生じ、腸間膜リンパ節中に CD4 陽性








性 T 細胞と CD8 陽性 CD28 陰性 T 細胞をフロー
サイトメーターにより分離し、それぞれ別の OVA
感作マウスに輸注して経口チャレンジを行ったと
ころ、CD8 陽性 CD28 陰性 T 細胞が即時型下痢症
状を抑制する機能を持つことが明らかとなった。 






















 VitD3 と Dex 含有クリームに OVA を混合し、
OVA 感作マウスの耳介に塗布する方法で免疫療法
を行った。その結果、VitD3 と OVA 混合塗布群と
VitD3 と Dex，OVA 混合塗布群は VitD3 単独塗布












VitD3 と OVA を混合塗布し、OVA 特異的 IgE を
測定した。その結果、VitD3 と OVA の混合塗布に
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